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ビ
ッ
ク
リ
し
た
！
 
 

 
避
難
指
示
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
 

 

１
１

月
１

９
日

に
原

子
力

防
災

訓
練

（
住

民
避

難
訓

練
）

が
実

施
さ

れ
、

今
回

初
め

て

避
難

指
示

の
緊

急
速

報
メ

ー
ル

が
発

信
さ

れ

ま
し

た
。
 

明るい米子 
２０１7年１月 
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ご意見をお寄せください。 

同
和

の
個

人
給

付
事

業

は
廃
止
を
 

  
同

和
地

区
に

限
っ

た
固

定
資

産
税

の
減

免
、

進
学

奨
励

金
の

支
給

と
い

っ
た

個
人

給

付
事

業
を

、
米

子
市

は
県

内
唯

一
継

続
し

て

い
ま

す
。
 

岡
村

 
今

年
３

月
に

開
か

れ
た

市
同

和
対

策

審
議

会
に

、
市

は
同

和
地

区
に

限
っ

た
個

人

給
付

事
業

の
見

直
し

を
諮

問
し

た
が

、
そ

の

背
景

を
伺

う
。

 

市
民

人
権

部
長

 
同

和
対

策
事

業
の

方
が

終

了
し

て
１

４
年

、
対

象
地

区
の

生
活

環
境

等

は
お

お
む

ね
改

善
さ

れ
た

。
近

隣
で

も
廃

止

し
た

自
治

体
が

多
い

。
 

岡
村

 
差

別
解

消
に

逆
行

す
る

個
人

給
付

事

業
は

、
す

み
や

か
に

廃
止

す
べ

き
で

す
。

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

 

年
内
に
も
予
想
さ
れ
る
解
散
・
総
選
挙
。
市
民
と
野
党
の
共
闘
を
さ
ら
に
強
め
、

自
・
公
・
維
の
「
悪
政
推
進
ト
リ
オ
」
を
少
数
派
に
追
い
込
み
ま
す
。
 

国
民
誰
も
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
一
年
に
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
 

 

二
〇
一
七
年
元
旦
 

産
廃
処
分
場
計
画
 

 
５

０
０

㍍
以

遠
で

も
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
環

境
へ

の
影

響
は

及
ぶ

 

  
市

長
は

こ
れ

ま
で

も
、

県
条

例
に

定
め

る

産
廃

処
分

場
計

画
地

半
径

５
０

０
㍍

以
内

の

自
治

会
住

民
を

さ
し

て
「

地
元

住
民

」
と

言
っ

て
、

説
明

会
の

対
象

を
限

っ
て

き
ま

し

た
。
 

岡
村

議
員

 
様

々
な

団
体

の
み

な
さ

ん
か

ら

反
対

の
意

見
書

が
届

い
て

い
る

。
５

０
０

㍍

以
内

に
限

ら
ず

不
安

を
抱

く
市

民
が

た
く

さ

ん
い

る
。

全
市

的
な

説
明

会
を

開
く

べ
き

。
 

副
市

長
 

県
の

条
例

に
規

定
さ

れ
て

お
り

、

県
が

判
断

す
る

。
 

岡
村

 
県

条
例

の
範

囲
に

と
ど

ま
ら

な
い

影

響
を

市
民

に
及

ぼ
す

恐
れ

が
あ

る
。

そ
う

し

た
市

民
の

不
安

に
こ

た
え

て
い

く
の

が
市

長

の
役

割
だ

。
 

米
子

市
議

会
十

二
月

定
例

会
は
、
２

日
か

ら
２

１
日

ま
で

の
２

０

日
間

の
日

程
で

開
か

れ
、
岡

村
英

治
議

員
は

一
般

質
問

で
大

要
５

項

目
に
つ
い
て
当
局
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。

 

美
保

基
地

に
空

中
給

油

機
配
備
計
画
 

 
沖

縄
の

オ
ス

プ
レ

イ
墜

落
も

 

           
 

 
空

中
給

油
訓

練
中
！
 

  
航

空
自

衛
隊

美
保

基
地

に
現

在
開

発
中

の

新
型

空
中

給
油

機
３

機
を

配
備

す
る

、
と

防

衛
省

が
打

ち
出

し
ま

し
た

。
戦

闘
機

と
一

体

と
な

っ
て

運
用

さ
れ

る
空

中
給

油
機

の
配

備

は
、

海
外

と
の

玄
関

口
と

し
て

の
平

和
な

空

港
と

相
容

れ
ず

美
保

基
地

を
さ

ら
に

危
険

な

状
態

に
す

る
も

の
で

す
。
 

岡
村

 
基

地
周

辺
の

６
校

区
以

外
で

も
説

明

会
を

求
め

る
声

が
あ

る
、

と
の

問
い

か
け

に

防
衛

省
担

当
者

は
「

地
元

の
要

望
が

あ
れ

ば

丁
寧

に
説

明
し

て
い

く
」

と
答

え
た

。
全

市

的
な

市
民

説
明

会
を

開
く

べ
き

。
 

国
保

法
４

４
条

の
積

極

的
活
用
を
 

 

 
災

害
や

失
業

な
ど

の
生

活
困

難
者

に
対

し

て
、

国
保

法
第

４
４

条
に

基
づ

い
て

医
療
費

の
窓

口
負

担
を

減
額
・

免
除

す
る
制
度

が
あ

り
ま

す
が

、
米

子
市

で
は

要
綱

を
制

定
し

た
平
成
２

３
年
度

以
降

、
東

日
本
大
震

災

関
連

以
外
わ

ず
か

１
件

し
か

活
用

さ
れ

て

い
ま
せ

ん
。
 

岡
村

 
年

に
３

回
発

行
さ

れ
て

い
る

「
よ

な

ご
の

国
保

」
に
制
度

が
紹
介

さ
れ

た
の

は
、

４
年

半
前

の
平
成
２

４
年

５
月
号

以
来

な

い
。

も
っ

と
積
極

的
に

周
知

す
る
必

要
が

あ

る
。

あ
わ
せ

て
、
適

用
範

囲
を

生
活

保
護

法

に
よ

る
①

生
活
扶
助
、
②
教
育
扶
助
、
③

住

宅
扶
助
�

の
３
つ

を
合
わ
せ

た
基
準

生
活
費

以
下

の
所
得

と
し

て
い

る
米

子
市

の
基
準

を

見
直

し
、
せ

め
て

県
内
他

市
並

み
の

基
準

生

活
費
１

１
０
％
以
下
と

す
べ

き
。
 

岡
村

 
こ

の
メ

ー
ル

を
見

て
驚

か
れ

た
住

民

も
会

っ
た

。
事
前

の
広

報
、

周
知

活
動

は
ど

う
だ

っ
た

の
か

。
改

善
点
は

な
い

の
か

。
 

市
民

人
権

部
長

 
緊

急
速

報
メ

ー
ル

の
問

い

合
わ
せ

に
適
切

に
対
応

で
き

な
か

っ
た

こ
と

は
、

反
省
点

だ
。

支
所

等
に

お
い

て
も

対
応

で
き

る
よ
う
徹
底
す

る
。
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鳥
取

県
西
部

地
区

の
陸

の
玄

関
口
・
Ｊ
Ｒ

米
子
駅

の
南
北

を
、
幅

６
㍍

、
長

さ
１

３

０
㍍

の
歩
道
橋

で
つ

な
ぐ
「

米
子
駅
南
北

自

由
通
路
整

備
事

業
」

。
１
２

月
議

会
に

は
駅

南
広

場
詳
細
設

計
、
Ｊ
Ｒ

米
子

支
社
ビ

ル
設

計
及
び
仮
駅
舎
設

計
に
係

る
補
償

に
計

６
３

５
０
万
円
の
予
算
が

計
上
さ

れ
ま

し
た

。
 

 
同

事
業

は
全

体
で

６
０
億
円
。

そ
の

内
訳

は
、

自
由
通
路
工

事
に
２

４
億
円
、
駅
南
広

場
工

事
に
２
億
円
、

あ
と

は
駅
舎
整

備
、

支

社
ビ

ル
移
転

な
ど

の
補
償
費
２

９
億
円
�

な

ど
と

な
っ

て
い

ま
す

。
 

 
市
街

地
の

一
つ

の
中
核

施
設

で
あ

る
米

子

駅
の
整

備
の

あ
り

方
に
つ

い
て

、
市

民
か

ら

さ
ま
ざ

ま
な

意
見

が
出

さ
れ

て
い

ま
す

。
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
Ｊ
Ｒ

、
鳥
取

県
、

米
子

市

の
３

者
の

み
の
協

議
に
よ

っ
て

事
業

が
決

定

さ
れ

、
巨
額

の
税

金
が
投
入

さ
れ
よ

う
と

し

て
い

る
こ

と
に
異
論
が
噴
出

し
て

い
ま

す
。
 

 
今

議
会

で
の
予
算

計
上

は
、

市
民

の
声

を

無
視

し
て

計
画

の
既
成

事
実
化

を
図
ろ

う
と

す
る

も
の

で
す

。
い

っ
た

ん
白
紙

に
戻

し

て
、

計
画
協

議
の
段
階

か
ら
専
門
家

を
含

め

た
市

民
参
加
で

事
業

を
進

め
る

べ
き

で
す

。
 

  
 

 
米
子
駅
南
北
自
由
通
路
整
備
事
業
 

計
画
段
階
か
ら
「
市
民
参
加
」
貫
こ
う

 

（図は市民説明会資料より） 

 

 野
良

猫
の

繁
殖

を
抑

制
ね

ら
っ

て
 

不
妊

去
勢

手
術

費
用

を
助

成
 

 

 
飼

い
主

の
い

な
い

猫
の
増
加

を
お

さ
え

よ
う

と
、

米
子

市
は

不
妊
去
勢
手
術
費

用

の
半
額
（
上

限
１
万

円
）

を
助
成

す
る

こ

と
に

な
り

ま
し

た
。
 

 
淀
江
町
小
波

に
産

業
廃
棄
物
管
理

型
最

終
処

分
場

の
建
設

を
進

め
よ

う

と
し

て
い

る
県

環
境
管
理

事
業
セ
ン

タ
ー

は
、

１
１

月
２

９
日

に
理

事
会

で
事

業
計

画
を
決

定
。
翌

日
県

に
計

画
書

を
提

出
し

、
条

例
手

続
き

に
入

り
ま

し
た

。
 

 
こ

れ
は

１
０

月
に

地
元

で
の

説
明

会
で

住
民

の
理

解
が
得

ら
れ

ず
、
再

協
議

と
な

っ
て

い
た
約
束

を
反
故

に

し
て
強
引

に
事

業
を

進
め
よ

う
と

い

う
も

の
で

す
。
 

 
管
理

型
最

終
処

分
場

は
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン

な
ど
大
気

や
地
下
水

な
ど

環

境
を
汚
染

す
る

恐
れ

が
あ

り
、

人
体

へ
の
悪

影
響

を
心

配
す

る
声

が
広

が

り
、
２
万

４
千

を
超

え
る

反
対
署
名

も
寄
せ
ら

れ
て

い
ま

す
。
 

  

淀江産廃処分場計画で環境管理事業センター 

住民の理解もなく強引に推進 
 特

別
職

の
期

末
手

当
引

き
上

げ
 

 市
長

、
１

３
万

３
０

０
０

円
も

増
額

！
 

  
人

事
院
勧
告

に
基

づ
い

て
、

１
２

月
に
公

務
員

に
支

給
さ

れ
る
期
末
手

当
が

０
・
１

月

分
引

き
上
げ

と
な

り
、

市
長

な
ど

の
特

別
職

も
同

様
と

さ
れ

ま
し

た
。

報
酬
額

の
多

い
特

別
職

は
引

き
上
げ

る
必

要
も

な
く

、
特

に
米

子
市

で
は

今
年

、
当
時

の
建
設
部
次

長
が
収

賄
で
有
罪

と
な

り
、

３
月
末

で
支

給
さ

れ
る

は
ず

だ
っ

た
退
職

金
が

全
額

不
支

給
と

な
り

ま
し

た
。
 

そ
う

し
た
時
期

に
、
任
命
権

者
の

市
長

ら

特
別
職

の
手

当
引

き
上
げ

は
、

市
民

の
納
得

は
え

ら
れ

ま
せ
ん

。
（
表
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 市長 ２,１２８,０００ ２,２６１,０００ 
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平成２８年度 特別職期末手当引上げ改定 

 （１２月期末）１.６月→１.７月 

 
ま

た
、

一
般

廃
棄
物

は
市
町
村

の
責
任

で

処
分

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

の
に

対
し

、

産
廃

は
企

業
責
任

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

に
も

か
か
わ

ら
ず

、
県

は
巨
額

の
税

金
を
使

っ
て

淀
江

に
産

廃
処

分
場

を
造
ろ

う
と

し
て

い
ま

す
。

そ
う

し
た

意
味

か
ら

も
、

住
民

の
理

解

と
納
得

が
不
可
欠

で
す
。
（
写

真
は

事
業

セ

ン
タ
ー
事
業
計
画
資
料
よ
り
）
 

単位：円 


